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[bookmark: _GoBack]日本語の持つ言語的特徴に着目し、日本語の文体・位相の特徴や差異を、生成AIがどのように捉え、画像生成にあたってどのようなプロンプトを生成し、最終的にはどう画像に反映させるかを観察した。AIが生成するプロンプトおよび画像を分析することで、言語表現と視覚表現の接点を客観的にとらえられるとし、将来的に、生成プロンプトや画像は文体の印象を示唆する「目安」となり得るかについて検討した。
文体は「表現上の特徴によって特有の印象を形成するあり方」（寺村（2002））、位相（語）は「社会的集団や階層に特有な言語の様相」（田中（1999））と定義する。AI特有の虚偽性、翻訳の揺れ、再現性などの限界を踏まえ、限定された条件下で実施した。使用モデルはChatGPT-5およびDALL-E3（Plusプラン、2025年9月末検証）である。
　観察対象は『日本古典文学全集18 枕草子』（小学館（1977））所収の「春はあけぼの」冒頭2行とし、①原文と4種の現代語訳（A.松尾聰・永井和子訳（小学館（1977）/「直訳に近い」）、B.石田穣二訳（角川書店（1979）/「流麗な現代語訳」）、C.橋本治訳（河出書房新社（1987）/「女子高生の言葉に翻訳」）、D.大庭みな子訳（岩波書店（2014・本文初出は2001）/「読みやすい現代文」）、の生成プロンプト（英語での生成プロンプトを日本語に逐語訳したもの）と画像を比較、②発表者による現代語訳を基準に位相語・役割語・表記・モダリティを変化させた加工文（例：「～だぜッ」「～にゃん」、全文カタカナ/ひらがな、外来語交じり文、「ような気がしないでもない」「～にちがいない」など）を作成し、①同様に生成結果を比較した。
　①の検証において、ChatGPTの方は4種の文体的な特徴を捉え、それぞれの印象を生成プロンプトに反映した。一方で、DALL-Eは、「C」の文体的特徴をわずかに構図や光彩、雲の描き方に反映させたが、「静けさ」(A)、「優雅」（B）、「穏やか」(D)のような繊細な文体差は画像に反映されにくく、ほぼ同様の画像に収束した。加工文による検証では、位相・表記・モダリティの差が生成プロンプトおよび画像に反映される傾向を確認した。たとえば「〜だぜッ」では「荒っぽくて威勢のよい男性的なスラング調」と捉えられ、ダイナミックなローアングル構図で強いコントラストの画像が、「〜ような気がしないでもない」は婉曲・曖昧で不確かと捉えられ、ソフトフォーカスで低彩度、輪郭が曖昧な画像が生成された。
今回の検証から、ChatGPTは日本語テクストの文体・位相差を繊細に読み取り、生成プロンプトに出力できているため、生成プロンプトは文体の印象を示唆する「目安」になり得る可能性はあると考えられる。DALL-Eは顕著な文体・位相差は反映できるが、「微妙な文体ニュアンス」を画像に反映することには限界がある（現段階ではDALL-Eの画像生成能力がChatGPTに追い付いていない）ということが確認された。今後、方法論の構築・整備と生成AIの進化を前提としたうえで、研究の補助ツールとして複数の翻訳・現代語訳研究、文体論・語用論、会話コーパス研究など、言語と視覚表現を架橋する研究への応用も期待できよう。
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